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呼吸器感染症に対するNY-198の 臨床的検討

菅 守 隆 ・伊 藤 清 隆 ・安 藤 正 幸 ・杉 本 峯 晴 ・荒 木 淑 郎

熊本大学第一内科

新規 のピ リドンカル ボン酸系抗 菌剤 であるNY-198を 呼吸器感染症 患者6名,う ち気管支拡張症3

例,慢 性気管支炎1例 気管支肺 炎2例 に投与 し,そ の臨床効果,細 菌学的効果,副 作用 について検

討 した。

臨床効果 は,著 効1例 有効2例 やや有効2例 無効1例 の成績であ った。細菌学的効果は,起

炎菌 と推 定 された4株 うちH.influenzae 1株 は消失 したが,P. aeruginosa 3株 の うち2株 は減

少,1株 は不変であった。臨床的副作用及び臨床検査値 異常 は,全 例 認め られなかった。

NY-198は,フ ッ素置換 キノロンカル ボ ン酸骨格の3

位 置換 ピペ ラジノ基 を有す る合 成抗 菌剤 であ る(Fig.

1)。本剤は経 口投与により非常に速やかに血中及び各組

織内へ移行 し,尿 中に未変化の まま高濃度 に排泄され る

ことが明 らかに されている1)。本剤 の抗菌 スペ ク トルは,

グラム陰性 菌のみならずグラム陽性菌に対 して も抗菌力

を示す。そこで,今回我 々は呼吸器感染症患者 にNY-198

を投与 し,本 剤の臨床効果,副 作用,細 菌学的効果及び

有用性 を検討 したので報告す る。

Fig. 1. Chemical structure of NY-198

I 対象及び方法

対象症例 は熊本大学第一内科 を受診 した外来患者6名

で,男 性1例,女 性5例 で,年 齢 は28歳 か ら72歳(平 均

年令55.0歳)で あ った。疾 患内訳は気管支拡張症3例,

慢性気管支 炎1例,気 管支拡張症 および肺胞蛋 白症 を基

礎 に有 す る気管支肺炎2例 であった。 これ らの重症度 は

軽症1例,中 等度5例 で,基 礎疾患 と して甲状腺癌の術

後(症 例4),肥 大性 心 筋症(症 例5),肺 胞 蛋 白症 と

refractory anemia with excess of blast(症 例6)を

有 していた。投与量 は,1日300～600mgを3回 に分 けて

投与 し,投 与期間は,7～14日 間であった。

臨床効果の判定は,自 覚症状,他 覚所見が投与後3B

以内に著 明な改善がみ とめ られるか,他 剤無効例におい

ては7日 以 内に著明な改善 が認め られた症例 を著効とし,

7日 以内に改善 した ものを有効,7日 を過 ぎて14日 まで

に軽度 の改善 を見た ものをやや有効,不 変および悪化し

た ものは無効 とした。

細菌学的効果は,投 与前,7日 後,投 与終了後に喀痰

培養 を行 ない,投 与前に検 出された起炎菌の消長および

菌交代 を見 た。

副作用の有無は,自 覚症状及 び他覚 所見 よ り判定し,

さらに本剤投与前後 に可能 なかぎ り血液儀 肝機能,腎

機能な どの検査 を行なった。

II 成 績

呼吸器感染症6例 におけ る臨床効果及び細菌学的効果

をTable 1に 示 した。臨床効果は,著 効1例 有効2例,

やや有効2例 無効1例 の成績で あった。細菌学的効果

は,起 炎菌 と推 定 され る細菌4株 うちHaemophilus

influenzae 1株 は消 失 したが,Pseudomonas aerugi-

nosa 3株 の うち2株 が減少,1株 は不 変であった。起炎

菌別 臨床効果 は,H. influenzaeを 起炎菌 とす る気管支拡

張症症例 は著効で あったが,P. aeruginosaを 起炎菌 とす

る気管支拡張症症例 お よび気管支拡張症 に合 併した気管

支肺炎のいずれ も有効以上 の成績 はえられなかった。

副作 用お よび臨床検査値 異常は全例認め られなかった

(Table 2)。

症例1:38歳 女。小児期 に肺 炎の既往が あ り,数 年来

気管支拡張症 に感染 を繰 り返す患者であ る。今回発熱

膿性痰 の増加があ り,本 剤の投与 を行なった。投与3日
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Table 1. Clinical summary of cases treated with NY-198

目より自覚症状の著明な改善 をみ,7日 後 には炎症所見

の改善および投与前 の喀痰 か ら分離 され たH.influen-

zaeも消失 し,著 効 と判定 した。

症例2:53歳 女。数年来気 管支拡 張症 に感染 を繰 り返

してお り,今 回発熱 と膿性痰 の増加 があ るため,本 剤の

投与を開始 した。投与7日 間で解熱,白 血球数の正 常化

を認めたが,自 覚症状 の改善 に乏 しく,CRP不 変,投 与

前の喀痰か ら分離 されたP. aeruginosaも 不 変で あった

ためにやや有効 と判定 した。本剤 をnorfloxacin(NFLX)

×600mg/dayに 変更 したが,そ の後受診 せず,経 過 は不

明である。

症例3:72歳 女。基礎 に気管支拡張症 があ り,年 に5

～6回 の急性増悪 を繰 り返 す慢性 呼吸不全 のある患者で

ある。今回発熱,膿 性痰 の増加,胸 部 レ線 で新 たに浸潤

影が出現 したため気管支拡張症に合併 した気管支肺 炎 と

診断し,本 剤の投与 を開始 した。7日 間の投与 にて,解

熱 白血球数の正 常化 を見たが 自覚症状 の改善が少 な く,

炎症所 見 も完全に改善 され なか った。投与前の喀痰 か ら

検出されたP. aeruginosaも 不変 であったためやや有効

と判定 した。呼吸困難が続 くため,直 ちに外来 よ り入院

し,tobramycin 120mg/dayの 点滴静注,dibekacin 900

mg/dayの 吸入 にて著効 を示 した。

症例4:68歳 女。2年 前に甲状腺癌 の手術 の既往が あ

る慢性気管支炎患者 であ る。今 回膿性痰 の増加が あ り,

本剤の投与 を開始 した。 投与7日 間で 自覚症 状 の改善 と

CRPの 正常-化に よ り有 効 と判定 した。なお喀痰 か ら有意

な起炎菌を分離 しなか った。

症例5:71歳 女。肥大性心筋症 が基礎疾 患にある気管

支拡張症 の患者 である。今回膿性痰,咳 嗽 の出現が あるた

め本剤 を投 与 した。7日 間の投与において も,自 覚症状,

白血球数,CRPの 改善 な く,投 与前の喀痰 か ら分離 され

たP. aeruginosaも 消失 しないため無 効 と判定 した。本

剤 よ りcefoperazone 4g/dayの 点滴 静注に変更 した

結果,著 効 を示 した。

症 例6:28歳 男。肺 胞蛋 白症 とrefractory anemia

with excess of blastが 基礎疾患 にあ り,し ば しば肺炎

を繰 り返す患者 である。今 回悪寒 を伴 う発熱 と胸部 レ線

上左中肺野に浸潤影 を認 め,気 管支肺炎の診断 にて本剤

の投与 を開始 した。投与7日 目には 自覚症状の改善 を見,

14日 間の投与にて炎症所見 も改善 したため有効 と判定 し

た。 なお,喀 痰 か ら有意 な起 炎菌 は分離 されなかった。

III 考 案

今回,我 々は新規の ピリ ドンカルボ ン酸系抗 菌剤 であ

るNY-198を 呼吸器感染症6例 に投与 し,著 効1例,有

効2例,や や有効2例,無 効1例 の成績で あ った。今回

検討 した症例の うち有効以上 の成績が得 られなか った3

例 は,い ずれ も気道及び肺の基本構造に異常のあ る患者

でP. aeruginosaを 起 炎菌 とす る症例 で あった。 第35回

日本化学療法学会 総会 におけ る総合成績 に よれば1),全

呼吸器感 染症518例 にお ける有効率 は79%で あ るが,そ

の うち気管支拡張症の有効率 は68%,ま たP. aeruginosa

を起炎菌 とする症例の有効率 は50%と,他 の細菌 を起炎

菌 とす る有 効率 と比較す る と劣 っている。従 って,今 回
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の我々の成績 は,気 管支拡張症 を始め とす る肺 の基 本構

造の破綻のある患者 に本剤の有効率が他の細菌に比 し劣

るP. aeruginosaの 感染 の ため に3/6の 有効 率 とな った

と考えられ る。細菌学 的に もP. aeruginosaの 消 失率は

他の細菌に比較すれ ば劣 り1),今 回分離 し得 た3株 は い

ずれ も除菌 出来 なか っ た。 しか し,こ れ らのP. aer-

uginosaに 対する臨床お よび細菌学 的効果 は他 の ピ リド

ンカルボン酸系抗菌剤 とほぼ同程 度の成績で ある2,3)。H.

influenzae 1株 は除菌 さ礼 第35回 日本化学療法1学会総

会における総合 成績 において も92%の 消失率 で極 め て

優れた成績であった。安全性 に関 しては,今 回検討 した

6例 とも臨床的副作用お よび臨床検査 値異常 を認めず,

問題点を認めなかった。

本剤の呼吸器感染 症におけ る有用性 を評価 するには検

討症例 数が少 ないが,以 上の成績 か らP. aeruginosaを

起 炎菌 とす る慢性気道感染症 についてはさ らに検討 する

余地が あると考 えられた。
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NY-198 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

MORITAKA SUGA, KIYOTAKA ITO, MASAYUKI ANDO, MINEHARU SUGIMOTO and SHUKURO ARAKI

First Department of Internal Medicine, Medical School, Kumamoto University, Kumamoto

To evaluate its clinical efficacy, we administered NY-198, a new antimicrobial agent and derivative of

pyridone carboxylic acid, to six patients with respiratory tract infection: bronchiectasis (3), chronic bronchitis
(1), and bronchopneumonia (2). Clinical response was excellent in 1 case, good in 2, fair in 2 and poor in 1.
Bacteriologically, 4 causative organisms were isolated from sputum in four cases. One strain of H. influenzae
was eradicated, but 3 strains of P. aeruginosa were not. No side-effects or abnormal laboratory findings were
observed.


